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説 明 項 目

1.本資料の趣旨
2.金勝川決壊要因のまとめ

1.被災のシナリオと被災要因の関係
2.被災に至った要因(主要因)について
のまとめ

3.被害の甚大化につながった要因
(副要因)についてのまとめ



１ 本資料の趣旨
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前回までの検討会をふまえた本検討会での報告の趣旨は以下の通り。

１本資料の趣旨
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②前回までの協議内容

・堤防決壊シナリオおよびその裏付け検証の各論については概ね了承

・決壊要因のまとめを行っておく必要がある。

③委員の指摘をふまえた本検討会での提示内容

・金勝川決壊要因に関するまとめ

①前回までの検討会での提示概要

・金勝川での堤防決壊シナリオ

・シナリオを裏付けるための検証結果



前回検討会までの提示概要

② 仮設落差工上流の河床低下が進行し護床ブロックが不安定化

③ 落差工上流側護床ブロックが流失

④ 上流側既設護岸基礎工が露出するまで落差工上流河床が低下
(特に流路が集中しやすい傾向にあった右岸側での低下が早い・大きい)

⑤ 既設護岸が被災し右岸堤体の侵食開始

⑥ 小口止鋼矢板前面での侵食進行が
背後にも回り込み崩落

⑦ 矢板まわりに形成されたみずみちが次第に
大きくなり流速が増大し矢板変形

⑧ さらなる流速増大により堤体侵食が進行し
堤防決壊にいたる

以下のように堤防決壊が発生したと考えられることを示した
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① 計画規模の洪水が発生し流速が増大



２ 金勝川決壊要因のまとめ
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２－１被災のシナリオと被災要因の関係
２－２被災に至った要因(主要因)についてのまとめ
２－３被害の甚大化につながった要因(副要因)

についてのまとめ



２－１被災のシナリオと被災要因の関係

② 仮設落差工上流の河床低下が進行し護床ブロックが不安定化

③ 落差工上流側護床ブロックが流失

④ 上流側既設護岸基礎工が露出するまで落差工上流河床が低下
(特に流路が集中しやすい傾向にあった右岸側での低下が早い・大きい)

⑤ 既設護岸が被災し右岸堤体の侵食開始

⑥ 小口止鋼矢板前面での侵食進行が
背後にも回り込み崩落

⑦ 矢板まわりに形成されたみずみちが次第に
大きくなり流速が増大し矢板変形

⑧ さらなる流速増大により堤体侵食が進行し
堤防決壊にいたる

主要因は落差工上流側護床ブロックの不安定化と考えることができる。
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① 計画規模の洪水が発生し流速が増大 外力条件

被災に至った要因
(主要因)

被害の甚大化につ
ながった副要因
被害の甚大化につ
ながった副要因
被害の甚大化につな
がった要因(副要因)
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No.9+20mは上流より
掃流力が大きいため
河床低下傾向

外力条件

上砥山地点・観音寺地点雨量に基づく金勝川流
域雨量により流出量を算出すると、決壊地点近
傍ではピーク流量が約200m3/sとなる。

２－２ 被災に至った要因(主要因)についてのまとめ

7

決壊箇所近傍では計画規模出水が長時間継続
供給土砂よりも
流下土砂量が多
くなり河床低下が
発生しやすい

台風18号降雨の特徴は「雨雲が停滞し、
30mm/hr程度の雨が長時間継続した降雨」

落差工は急勾配であり、低下背水の影響により
落差工上流側約20mまでは流速が増大。

落差工上流側の護床ブロックは基準に基づき縦
断方向に約5mの設置配置であり、その上流側は
砂河床であった。

護床ブロック設置箇所上流側で著しい河床低下
が発生しブロックが不安定化。
→ 護床ブロックの流失。

落差工直上流での河床低下の進行
→ 護岸・堤体・小口止矢板等の被災の進行

右岸堤体の決壊

主要因は落差工上流側護床ブロックの不安定化と考えることができる。

護床ブロック　２ｔタイプ
袋詰玉石
２ｔタイプ

矢板 局所洗掘約2m(推測)

縦断イメージ(台風18号)

上流側河床高が約2m低下(ブロック厚の約4倍)
→ 不安定性増大(単体相当)



２－３ 被害の甚大化につながった要因(副要因)
についてのまとめ
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①間詰周辺からの被害拡大の可能性

・張りコンクリートが脆弱であることにより護岸被災に影響した可能性が考えられる。

・間詰材の安定性不足による河床低下が護岸被災に影響した可能性が考えられる。

②小口止矢板による被害拡大の可能性

・小口止周辺で堤体侵食が拡大しており、これが決壊に影響した可能性が考えられる。

主要因以外に被害の甚大化に寄与した要因あるいは寄与する危険性があった要因として

以下が考えられる。

小口止矢板周辺での侵
食が大きくなっている。


